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1. まえがき
人間の聴鎚は聴取昔の大きさによって，その聴取しうる周波数範囲が変わるこ
とはよく知られています。この聴取音の音圧レベルが低いほど，その周波数範囲が
せまくなることは， Fletcher, H. & Munson, W. A. の聴惑曲線や， ISO (Inter-
national Organization for Standardization)の推奨する Robinsonおよび Dadson
の聴惑曲線の示すとおりであり，強さのレベルが等しくても周波数が変われば，耳
に聞こえる大きさの惑じは異なります。
多くの人が音楽を聴取する場合，各人による好みの聴取レベル（紀要第3サ p.
159参照）があるわけですが， レコード・ コ｀ノサ トー などではすべての人が濶足す
るレベルの音圧で再生することは不可能です。しかし，これをレジーバーを使用し，
各 レジーバーにレベル調整装闘をつけた場合，各人の好みのレペルで聴取すること
ができます。“たくましいドラムの評き，美しいピアノの旋律，それが右に左に流
れる，美しい音に魂がはいり，表防がよみがえり，まるであなたがカ ーネギー・ホー
ルの特等席で聴かれるような臨場惑をそのまま伝える，他人に迷惑をかけず，いつ
でも一人で楽しめます＂ これはA社のレツーバー （会社によりレシーバーといわ
ず，ステラマホン，ヘッドホン，イヤースピーカ なー どという）の宣伝文ですが，
この文の中にもあるようにレツーバーの利点は，他人に迷惑をかけず， 自分の好き
な曲をもっとも好む聴取レベルで，部屋の大きさ，音唇効果などに配慮することな
く聴取できることです。
表題にレツーバー （ヘッドホン）演炎装憐としてありますが，演奏装爵として
は通常スビーカーを鳴らす装監と特に変わりません。ただ負荷がスピーカーになる
か，レジーバーになるかの追いですが，一人で聴く場合にはスピーカーを嗚 Iうすの
に使用 した装饂をそのまま流用して， レジーバーで聴くことができますが，多くの
レジーバーを使用 して同時に多数の人が聴取する際は，不可能な場合も起こ ってき
ます。これはレツーバーのイソビー ダ‘ノスと， OPTのイソ ビーダ｀ノス，出力など
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に関係してくることです。多くのプログラム ・ソ スーを多人数で聴取する装個の作
製に対して，甚木的にはスピーカーを呪らす場合と同じですが， コソサ トー などで，
スピーカーニ基でレコ ー ドー枚を廻している場合とか，数箇のプレーヤーを使用し
て各人に対して異なった音（音楽）を流す場合は，チャソネルの選択とか，音拡レ
ベルなどの問題がおこってきます。そこで各人の好きなものを，好みの音批レベル
で聴取する装置について，現在視聴党室で使用しているものを中心に，その方法，
改良点などについてのべてみます。
2. レコード ・プレーヤー
レコード ・プレーヤーは，カ トー リッジ， アーム，ホノモ ー ク ー， キャビネッ~
I、よ り成り立つわけですが，カートリ ッジとアーム（一糾になっているのもある）
は特に使いやすいこと，できるだけ軽針圧で トレースできること，もちろん歪など
の少ないこと，特性のよいことが必要です。ここで特に‘‘特性のよい”ということ
は，周波数特性のよいことはもちろんですが，聴いて“よい音＂であることも含ま
れますo
軽針圧で トレースできることは，針先の摩粍の、点，レコー ドのいたみなどに対
して有利な条件になります。
軽針圧の利点を雹きましたが，これはカ トーリ ッジのメ ーカーの指定した針圧
で使用した場合のことであり，かってに針庄を少なくして使用した場合，針とびや
歪などの点でかえって不利になることもあります。
カートリッジとしては，ムービゾグ ・コイル， ムービ‘ノグ ・マグネッ ト， コソ
デ‘ノサー，クリスクルなどが市阪されておりますが，市販品ではム ービソグ ・マグ
ネットがもっとも多く，ついでムービソグ ・コイル，クリスタルといったところで
すが，特性上ではムービソグ ・コイル，マグネッ トとも大差ないよい品が作られて
おります。コソデソサー形は製作上からか．営業上からかあまり市販されておりま
せん。クリスタル形は家庭用の電苓に多く使用されております。いずれにしても使
いやすいことでもちろん故障などしないものに限ります。
現在市J阪されているカ トーリ ッジはそノーラル，ステレオいずれもありますが，．
ステレオの方が比較的特性のよいものが多くあります。これはメ ーカーがステレオ
に，より力を入れているからと思われますが，いずれにしてもステレオをモノ ーラ
ルに使用しても恋くはないのですから， よし、ステ レオのカートリ ッジがあれば，そ
れを直列あるいは並列に接続して，モノーラルとして使用すればよく，数多くのレ
コード，モノ ーラル，ステレオを使用した場合，まちがってモノラ ールの カー トリ
ッジでステレオレコードをかけて，音i約をいためるといったことはさけられるわげ
ですo
-223-
レシーバー（ヘ ッドホソ）用レコードil奏装四 3 
ムービソグ形カートリッジの場合，特にハムに対しての注意が必要であり， ゴ
ソデ‘ノサー形の場合は出力電圧が大きいので，ハムの心配はそれほどでもないでし
よう。 いずれにしても，プリ ・ア｀ノプにランプル・フ ィルタ ーを必要とするような
モータ ーは使用しないことです。
ピックアップの出カリ ードはあまり延長しないこと。延長した場合，その特性
がよく ても高音域の降下とか，誘涵ハムなどの要因になります。
現在使用しているピックアッ プは，
モノーラル カ トーリ ッジ Stax C P-15V形
アーム Stax L A-24F形発振検波器pOfD-
E Q-1イコライザーで，針圧 l-1.5gで使用，周波数特性は第 1図のようになり
ます。測定に使用した東
芝の周波数基準レコ ー ド
(LF-1003)は lKC/s
以下がRIAA録音で，
以上は定測度振幅録音の
ため， RIAAカープで
再生した場合， lK C/s 
dB:: I」lJ I。i_J: !Jl,t I JllHJ. 
第 1図 Stax C P-15V周波数特性東芝LF-1003 周波数茄
準レコ ー ドによる。針先0.7ミル 針圧 1.5g アームLA-24F
イコライザー EQ-1 
以上はRIAA等価値にしたがって，高域が降下した特性になり，そのため出力電
圧が小さいので，測定上の多少の誤差（士） 2 dB (レコ ード録音上の誤差を除く）
はあるものと思います（ム ービング形の場合再生イコライザーを取り除けば，出
ガ臨圧をそのまま腹続できますが，コンデンサ ー形の場合，高音域はイコライザー
を除いても大体 RIAA再生カ ーブに等しくなります。 (Staxの場合は EQ-1で
す）。 ほかにメ ーカーの発表したもの，五十嵐一郎氏の測定したもの（注1)がありま
すが，それほどの違いはないようですo
測定に使用したプリ ・アソプの特性は， 30C/s-15000 C/s C士） 1 dBで，そ
のプロック ・ダイアグラムを第 2図に示しますo
12紀C7(T)
Ch.lo 
第 2図 プリ ・アンプ，プロ ック ・ダイアグラム
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写其 1 Staxコソデソサ 型ーピックアップ
このピックア ッブで
の演奏時の状態は写真 1
で，カートリ ッジの寸法
が直径8ミリ， 長さ35ミ
リで， アームとカートリ
ッジは大体同じ高さです
ので， そりかえったレ
コードはトレース不能の
場合もありますo ソノラ
マのように波打ったツー
トなどはもちろん トレースしません。ですからこのピックアップで トレース不能な
レコードは，最初 C購入時）からそり返っていたか，保管が悪かったと考えられま
す。
音のよしあしは書くより聴くに限りますが，針圧lgで トレースしますし，五十
嵐一郎氏の測定では CP-15VNsを使用して， 針圧 60mgで トレースできた（注2)
との発表もあります。
針先はこのカートリッジ独特のもので，カ トー リッジの上面にあるノップを廻
わすことにより 360°回転しますし，使用例では同一針圧の固定針に此べて約 10倍
以上の長寿命となるといわれています。
ステレオは現在 ('63年 8月） 1台のみで，
アーム TEAC PA-1形 カー トリ ッジ グレース F-5 D形
を使用，カ ートリ ッジの特性は省略しますが（ラジオ技術 '60年12月参照）， いずれ
にしてもレコ ー ドはステレオのほうが多くなっておりますので，やがてステレオに
切り換えるつもりですが，設計のみ先走って予算の方がたりません・・・・。予定とし
ては Staxのコソデンサー形を使用したいと思っていますo
3 プリ・メイン・アンプ
要は“もっとも筒単な回路で，高い性能を有するもの＂がよいのであり， 再生
に必要なコ‘ノトロ ールを残して，時々使用するようなものは省略します。高音部で
はLPの古い ものや， SPの場合スクラッチ・ノイズが相当出ますo吉村氏 （吉村
音孵研究所）のいうように，あまりひどくへったレコ ードは使わないことです。針
のチビッたのは取りかえることに注意すれば，ス クラッチ ・フィルターは必要ない
ともいえますo確かに針のすり減ったものは取りかえ，針圧をトレースできう る最
小限度にして使用すればレコードのいたみも少なくてすむものと思われますが，す
でに，いたんでいるものは，どうもしかたがありません。それで，やはりスクラッ
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チ・フィルク ーを設けたほうがよいと思われますが，オクク ープ12-18dBで遮断
した場合，実に俯けない音になることもあります。この場合，オルソソ型ノイズ ・
サプレッサーのような特性（注3)に，遮断したい周波数より上を全体に下降させた
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第 3図 Langevin EQ-252-A グラフィック ・イコライザー 特性1線
場合のほうが，聴いた音がよいとも思えますが．なにぶんにもおおげさすぎますo
これに似た Langevin E Q -252-A型 グラフィック・イコライザーがあります。
特性は第 3図のようにいろいろと変化することができ，再生音もひじょうに興味あ
るものにする こともできます（ソノボッ クス第 2回コンサ ートでの池田圭氏の「周
波数特性の変化と音質について」の講旅と実険）。 しかし価格の問題もあり， 使用
したく てもできないのが実状です。ほかにラソプル ・フィルターがあり，モークー
のゴ ロを聴こえないようにするもので，スクラッチ・フィルターと同様，急激に遮
断するためには多くのCR叉はLを要しCRのみによる一段程度のラソプル・フ ィ
Jレク ーでしたらTCでもおぎなえますし，本来ラソプル ・フィルタ ーを使いたくな
るようなモーターは使わなくてすむようにしたいものです。ラ ウドネス ・コ｀ノト
ロールもTCでおぎなえばレジーバーの場合特に必要なものとは思えません。これ
らの回路を設けるとしても全チャソネルに設ける必要はなく， レジーパーの特性
がよければTCも必要としないでしょうし，フィルクー類を設けたアソプは一台も
あれば充分 (10チャンネル位迄）と思われますo
いずれにしても増幅段数はできるだけ少なくすることで，特に必要な回路以外
は，省いたほうがあとの保守，点検にも便利です。それにはできるだけ出力の大き
いピック アップを使用することです。出力電圧が大きければ増幅段数も少なくてす
み，増幅段数が少なければそれだけ歪み， ノイズ，ハム，雑音などから救われるか
らです。もちろん， ピックアップの特性のよいもの（ここで特性のよいものとは，
周波放特性がよ く， 歪みなどが少なく，聴いて よい音であることをい う）であるこ
とは必要です。
これらのアソプに使用する部品については，いうまでもなく ，良品を使用する
わけですが，特に音誠調照に用いるボリュームには通信器用か，できれば高級アッ
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テネータを使えば，あとで，いわゆる “ガリオーム”に悩まされることもないで
し
ょう。
メイソアソプは一般にスビーカーを鳴らす場合と違ってそれ程パワ ーを必要と
しません。 レジーバーの所でものべますが， Jensen" Space perspective " head
-
phone control center, CC-1を使用した場合でも出力は lOWあればよいといわれ
ます（コントロ ールセンターの挿入損失(-)30dB)。もちろん歪などの少ない
こ
と，可聴周波数範囲を充分ヵバーできることは必要です。
4 チャンネル切換えおよび音量調整
スピーカーを明らす場合に一般的にあまり考えなかったことですが，各)ktおの
おのに自由にチャ ‘ノネル選択できる装僻と，音批レベルの調整装i四が必要です。チ
ャソネル選択が各席毎にできない場合でも，音祉 Vペルの調整だけは各自できたけ
れば，人によって異なる聴取 Vベルの問題が解決しなくなり，その結果 Vツー パ
ー
での聴取利点が一つ失われることになります。この場合一人で聴くのでしたらア
ン'
プ側の調整でできますが，多人数の場合は平均レベルにするより ，しかたがないわ
けですから，多少の不満はまぬがれないと思われます。
4. 1. チャンネル選択
いろいろな方法が考えられますが，
(1) . ロークリー ・ スイッチによるもの
(2) ピア ノ・ スィッチまたは押しボタ ‘ノ・スィッチによるもの
などがあげられます0 (1)のロ ータリー ・ スィッチによる切り換えはつまみ一つで
す
みますが，多くのチャソネルがある場合，たとえば9チャ ンネルにする際， 9か
ら
1に換える時は， 9, 8, 7…… 1と全チャソネルを通らないと切り換えられない
不便があります。 (2)の場合はすぐ 9から 1に切り換えることができますが， 一つ
の
ボタ‘ノまたはキイを押すことにより，今迄はいっていたチャソネルがオフになる
こ
とが必要です。でないと 2チャソネル以上同時にはいる恐れがあります。いずれの
切り換えを使用するにしても Vツーバーのはいらないチャソネルは Vツーバー の
イ
ソピーダ‘ノスに等しい負荷のあることが必要で，多くのレジーバーを使用した時と
少数の時とで音拡レベルの変化が起こらないよう ， また O.P.T. が開放にならな
いようにすることです。 また 0.P. T. の出カイソビーダ‘ノスは使用する Vツーバ
ーの数によってきまりますから，全部のレジーバーを使用した時のイソビーダソ7，
に等しくするか，それより多少低くすることも必要です。
現在市阪されているレジ ー バー（ヘッドホン）のインピー ダ‘ノスは大体 8 ~16!1
で，使用する時これに直例に 100!1の抵抗を接続しておりますから，片チャソネル
のイソビー ダンスは 108~116 !1 ; こなり，10個同時に使用した場合（並列）のイソ
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ピーダ｀ ノスは 11.6 n (16 nの時）にな：）ます。
アソプの負荷抵抗をかえた場合，出ガ，証圧 Cじ力）がどのくらい変わるか，ア
ップに 6267ー 12AU7-6RA8°P0P を使用， 電圧負帰遠 屯流負帰迎の場合
0. P. T. 16.nの出力雷圧 (1じ力）は，
----- J'.t荷 I＼ 10 n 
屯圧負帰還 lV 
池流 /, 1 V 
100 n ¥開放
1.17V I 1.2V 
1・ 
3.2 V 4.2V 
となります。これは単なる例ですが，アンプに霊圧負帰遠をかけた場合出カイソ
ビーダンスは低下し，軍流負帰述の場合増加します。
上の例で電圧負帰迎のアソプに 100[;, つレジーバーを使用した場合， 出力遥庄
1.17V, vツーバーの入力 0.0136Wで， 100D.のレツーバーを10個並列に使用した
場合， イソピーダ‘ノスは lOD.,10D. の負荷で出力砲圧は 1V, レジーバーの入力は
O.OlWで，ー個の時と大差ありません。しかし電流負帰遠の場合， 100nのレツー
バー一個の時出力電圧3.2V,入力 O.lW,10個並列使用で出力電圧1V, 入力は
0.01 W となり音批も大分違ってきます。
上の二例は少し極端な場合ですが，出カイソビーダ‘ノスの低いアンプですと，
多少の負荷の変動に対しても安定で，出力もさほど変わりませんが，負荷が急に変
わった場合アソプの安定度，歪みなどの点で不利な面が多くなりますから，レツー
バーを使用しない時はそのレツーバーiこ等しい抵抗に罰き換えることが必要です。
現在，視聴此室で使用しているモノ ーラルの例をとりますと， レジーバーの入
カインピーダ｀ノスは，左右直列接続で 10kn, レツーバー数 18,全部同時に使用し
た場合のイソヒ゜ーダ｀ノスは 555!1,出力管は 6AR5(T)Sですので， O.P.T. は
4 k : 550 n を使用し， 前段の 12AX711らに約 10dB程度のNFBをかけており
ます。二次側 550nには lOknの固定抵抗があり，各々のレジーバーを使用しない
時ほ接続するようにしてあります。
4. 2, 音量調整
ダイナミック型レツーバー （ヘッドホン）の場合は，そのレジーバーと同一イ
ソピーダ‘ノスの抵抗により調整できます3 この場合レジーバー側よりみたイソピー
ダ‘ノスはポリュ ー ムを使用した時，そのスライド位置により変わりますが， zway~
3wayの場合と違ってそれ程の影籾まないものと思います。
これらの音批調幣には，モノ ーラルでしたら，各席ごと｝こボリュ ーム一つでた
•りますが ， ステレオの場合にはいろいろ考えられます。
(1) 左右各一つずつポ リュームを設：ナる
(2) 二霞ポ リュームを使用する（クラ ・ノチ式も含む）
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し3) 二連ボリュ ームと左右バラソスボリニ ームを設ける
など考えられます （まだ他に方法はあると思いますが）。 (1), (2)の場合は，なれな
いとバランスが取りにくくなります。 (3)の場合左右同時に音賊調整ができ， レベル
の迩いはバラソス・ボリュームで調整できますから(1),(2)より便利と思います。
これらの例は同時に多くの人が聴取する場合ですが，小人数を対象とした装附
でしたら各『i国にプレーヤー，アソプ全部を組み込めば（国会図祁節の例）こんな
配應はしなくてすみますが，利用者がプレーヤー，アソプを充分操作できることが
必要になりますo
5. レシー Iゞ 一 （ヘッドホ ‘ノ）
カ トーリ ッジ， アンプなどの粘性がいかにすぐれていても，レジーバーで聴く
限りそのレジーパーによって最終的に限定されます。音でなく音楽を聴くため，レ
ジーパーが市阪されてからまだそれ程年月をへていません。ですから， これから一
屈よい レツーバーが作られてくるものと思われますが，選定に当っては，できるだ
け特性のよい，聴きやすいものを選ぶことで，音懇学会春季研究会の「音さの伝送
特性と聴きやすさに関する考察」で，聴きやすい音を出すためには 190-9600C/5 
の巾が必要であり ，伝送特性はフラッ トなものがもっともよく， ついで 3dB/oct 
で高いほうがあがっているものがよい（注4)といわれております。もちろんレツー
バーも平坦な特性であることが必要なわけですが，完全に平坦な特性を得ることは
不可能で，その場合ピークよりはディップのほうが音質の変化に対する影密が少な
く， 音声についての研究結果によれば， 1000cIs付近で(-)14 dBのディップま
ではほとんど音質の変化を感じさせないが，6dB以上のヒ゜ークは明らかに音質に変
化を与える（注5)といわれ， 全体に高低音が上昇している場合は下降している時よ
りも比較的わずかな祉でその変化を感じます（注6)o
プリ ・アソプにTCを設けた場合， レツーバーの特性を考えて変化するように
設計したほうが結果的によいと思いますが， レジーパーの場合耳に密倍している時
と， 少し空気もれのある時では，低音部の特性が相当変わり（後者の場合減哀する），
写H2 レツーバー DR 531型
低音部の平坦さを保つには，ある程度の
圧迫惑はまぬがれないようです。
視聴鎚室で毎日聴取する学生に対し
て行なった調査では，大体30分から一時
1:が限度で，それ以上聴いていると，痛
みを覚えるとの答えが多く ，この場合使
用したレジーバーがDR-531型で，外形
は写真2ですが，写真 3のように耳全体
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をカバーする方法の場合は， また違って
くる ものと思われます。もちろん，製作，
特性の面での違いもあるものと思います
が，耳に対する“ある程度の圧辿感"vま
レツーバーの場合さけられないものとし
ても， この炭合を少なくしてTCで補正
するか，製作時に低音を上昇させるか，
いずれも今後の研究課題です。
5. 1. 特性
現在視聴伐室で使用している DR-531型レジーパーの特性は第4図（注7)で，
これは放送局などでモニ
写其3 ヘッドホソ ST-I型
? ?
? ? ?
" 
,, 50 100 2 } 5 7 l> 1 5 5 7 10>•/•. 
第 4図 D R-531C型レシー バー 特性図
120 
,. 
80 
,, 印 100 , 1 lk 2 , , 7 lOko/,. 
第 5図 P社レツー バー 特性図（カップラ にーよる）
?
?
??
}0 ,, 100 4 7 1' 
第 6図 P社レシー バー 実耳音圧特性
レツー バー 装済時の外耳辺入口の音圧をプロー プ ・チュー プ ・
マイ クロホソ法により測定した結果である(3人6耳の平均(i/_()
クーに使用しているもの
で， レジーバーとしては艇
れたものの一つです。
第 5図（注8) にP社の
レツーバーの特性を，第 6
図（注8)に実際に使用して
いる時の外耳道入口の特性
を示します。この特性は3
人，すなわち 6耳の平均値
ですが，低音部を除き 5.
6図とも大体同じ特性にな
っております。第6図の低
音部， 400C/ Sあたりから
下降しているのは鼎えいに
よるものと思われます。
レジーバーとして高音
域に多少の欠点はあって
も，耳にかけた場合感じが
よく ，低音の低下の少ない
ほうがむしろ聴きやすい音
になるといえます（注9)o
これらの Vツーパーを測定する場合，カップラーを変えればその特性も大分変
わってきます（特性図は省略しますが）（注8)。第5図で3-4KC/sあたり（士）1(), 
dB程度違っております。第4図と第5図レツーバーの特性規格は，
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型 番 DR-531 
イソピーダ‘ノス 5Kn 
周波数特 性 50-8500C/s士4dB
再 生 幣域 30-12,000C/s 
であり ，価格は約3対1の比になります。
P社
sn 
／ 
25-13,0QQC/5 
レツーバーに限ったこ とではありませんが，特性がよいからといって，かなら
ずしもよ い音であるといえないものがあります。 “測定してよくても，聴いて悪け
れば，その音は悪いのだ ＂といわれますが，特に最近特性のひじょ うによいものが
できても， ‘聴いて音がよ くない”といわれ，どう い う音がよい音であるか ？と い
うことになると物理的な特性でなく 心理的なものになり ，この心理的なものの尺度
を決めようとすることが行なわれています。
5. 2. ステレオ （バイノ ーラル）
スピーカーで聴く場合と レジーパーで聴く場合の耳の感覚は大分迫ってきますo
Vツーパーで聴く 場合，原音が右から左へ移った時，聴いている人の頭の中で再生
された音が右から左へ移る，その時， 音の像が後頭部を通過して行くよう に惑ず
る， これは音場にて定位する場合とひじょうに迎っており， 音場の場合は音像が頭
の前のほうを通過 して行くように感ずる時でも，バイノ ーラルでは後頭部を通過す
るように感じます。ここで両耳を結ぶ軸上に二つのスピーカーを監き，その中間に
頭をもってきてバイノー ラルと ステレオの比較を してみると， ひじょうにお もしろ
い結果になります。頭が二つのスピーカーの軸上にあるときはバイノ ーラルと同じ
感じになり，音のイメージが右から左に移る場合に後頭部を通って移動 します。ニ
つのスピーカーの軸上より 15cmでもまだ後頭部を通りますが，30cmで頭の中央を
通り ， 50cmでは前頭部， 80cmで頭より 前に出てしまいます。それから先は前方の
空間にイメ ージが結ばれ，バイノ ーラルとは全く迎ってきます（注IO)。そこで迫近惑
OIGH『""
0-ー
I I 
s、'I
A・SPEAKUS 
・PHONtS
I I , . 
A・LEFT O>ILY 
S. RIGHT ONLY 
C・REVERSE 
D・NORMAL 
" 
" I I I 
Sヽ"
^— いONO
8・SHRfO 
C・SPACf PfRSP!CIIVf 
第 7屈 Headphone control center CC-1回路図
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SOLID LINES, TRANSMISSION CHARACTERIS!ICS OF CC-I 
DOTTED LINES Wl!NER DIFFRACTION DA!A 
I 
???
?
?
． ． ?
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FRfOUENCY IN CYClfS PER SECOND 
第 8図 Headphone control center CC-1特性図
（立体感）をより多く出す方法として第7図（注11)のような回路が考えられ， その
特性が第8図（注11)になります。説明によるときわめて自然な音が得られ， この回
路の挿入損失 (-)30dB, ピーク入力 lOmwのレジーバーを使用してアソプの出力
は10Wあれば充分とのことです。
レジーバーの場合，両耳の音に到達時間差があるとき， 約0.6msの時間差が
あれば音は完全に一方に定位され，さらに時間差が増した場合， 7ms程度まで音
は一方の耳に固定されていますが，それを越すと音はしだいに二つに分かれて聴こ
えるようになります。この音の到達時間差は遅れた耳の音の振幅を増すことによっ
て，後頭部中央にもどすことができますが，0.15 msの時間差は約4dBの振幅差
になります（注12)o
これらのいわゆる双耳聴効果 (binauraleffect)の音源の定位（方向）として，
強度（振幅）説，時間説，位相説などがあげられます。
ステレオ ・ヘッドホ‘ノの特徴としては，モノ ラー ルに比して双耳聴効果が発揮
され，それにともなって疲労度が減少したり ，聴覚の選択性により雑音対信号比が
改善されるため，明瞭度分離が向上し，いっそう実感がそなわってきたりしますo
5. 3. 明瞭度
Language Laboratory のように音声伝送を目的とした場合， レジーパーの特
性も音楽の聴取の場合ほどの周波数範囲を必要とせず， 音声の明瞭な伝送のみを目
的とした場合，明瞭度についてみれば，200-8000町sの範囲があれば充分で，それ
以上の範囲をひろげることは意味がなく，
むしろ実用上からは 400-5000匂sの範囲
があれば充分といわれます（注5)o
音節の明瞭度について VN-2101. 
2102型インターホ‘ノを使用して測定した結
果第9図のようになります（注13)。 この場
合の音場周波数特性は 300-4000C/sです
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第9図 イソク ーホンによる音節明瞭度
（ポリュ ーム4-5のとき）
12 
C晋通通信機器は音節明瞭鹿が80%以上あれば充分とされている）。
これらのことから語学などの音声伝送の場合， レジーバーには重批の少ない両
耳型のイヤーホソなどが適していると思われます。それに語学の場合は発声します
から三方の防音，遮音は一応するとして，それよりマイクロホソの指向性を鋭くし，
惑度を上げた方がいっそぅ S/Nの向上に役立つものと思います(NHK技研による
接話マイクロホンなど）。
5. 4. 位相
スビーカーの場合左右の位相が合っていないと，充分なステレオ効果が現われ
ないことは周知と思いますo 左右のスピーカーの位相が逆の場合，左で出た音を右
でうち消すことになり ，音が出にくくなりますが， レジーバーではスピーカーの場
合ほどはっきりしません。
両耳の位相差によってある程度の音の動きを惑じますが，振幅差ほど系統だっ
た結果を示しませんo位相差を変えることによって音質に著しい変化を生じ，位相
差の増加とともに音の聴こえる範囲が広がって指示が困難となるとともに，音色が
にごったように感じます。特に位相差が大きいと右か左かの判定もつきかねること
があります（注12)o
レジーバーの場合スピーカーで聴いたときほど位相ずれははっきりしないにし
ても，当然アソプの位相は合わせておくべきこと と思いますが，位相の切換えスィ
ッチなどをアソプに設ける必要はないでしょう o位相についてはオッツロスコ ープ
で直視することができますし，コソサートの場合はオッ シロ スコープで波形を観測
しておりますが，波形がいろいろあり ，見ていてあきないものです。もちろん逆位
相で演奏したとしても大部分の人が，わからないかもしれませんが……。
6. むすび
聴取装置の設監場所としては，もちろん独立した部屋で騒音の少なく（内部で
の騒音発生も）利用しやすい場所といったことがあげられます。
各席については LanguageLaboratoryの場合と違って聴取者が発声するわけ
ではありませんから，遮音とか防音というほどのこともないでしょうが， ‘‘或る程
度”の区画はあったほうが安心して聴取できるものと思われます。
現在の聴取装四は昭和34年に高橋正明氏と作製したもので，今では当時まだ見
られなかった特性のすぐれたものが多くみられますし，今後も 日進月歩のありさま
ですぐれたものが開発されるものと思います（もちろん現在の装悩が悪いものだと
いうのではなく Staxの CP-15Vくモノ ーラル〉は今でも，もっとも俊秀なものと
思っています）。
現在の装饂もこれからステレオに改造してゆかねばなりませんし，予算があれ
-213-
レシーバー（ヘッドホソ）用レコード版奏装区 i3 
ばもっと大がかりなものをと思っておりますが……。
以上で聴取装置について今までに調べ考えたことを述べたつもりですが，装置
ばかりできたと してもプログラム ・ソースの問題もありますし，聴取する人員のこ
と，図四館の書冊数と収容人員に似た問題もあります。それにプログラム ・ソース
としてどんなものを選定するかということも当然の問題ですが，それらのことはま
たの機会にします。今回の演奏装個で，アンプ関係の回路図は全部省略しました。
これらの回路については，各技術雑誌などに発表されておりますが， ‘実用的で，
もっとも筒単な回路で高性能なアンプ"といえるのではないかと思います。回路に
ついてはまた機会がありましたら発表したいと思います。
この執筆にあたって資料などで神崎重紘氏（早大音怨研究室）にいろいろ協力
願ったことを誌上をかりて惑謝します。
測定に使用 した機器は次の通りです。
ォッジ ロスコー プ 菊水 OP-31C型
低周波発振器
真空管電圧計
く注＞
菊水 ORC-27型 三和 AG-202型
三和 Cony 
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4. ラジオ技術 '63年 8月 p.10 
5. 建築音郭工学ハンドブック p.900 
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